
   　 班

※震度6弱以上の地震時に使用 記入 月 日 時

無事 全壊 半壊 火災 確認 不明 確認 不明 重症 軽傷

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

家族の状況や伝えたいこと　※自宅を離れる場合は、行き先（避難先）を記載して下さい

○ 班

※震度6弱以上の地震時に使用 記入 ○月 △日 ◇時

無事 全壊 半壊 火災 確認 不明 確認 不明 重症 軽傷

1 ○ 白鷺　夫 ○ ○

2 　　　妻 ○ ○

3 　　　娘 ○ ○

4

5

6

7

8

9

10

家族の状況や伝えたいこと　※自宅を離れる場合は、行き先（避難先）を記載して下さい

例）妻の安否確認のため、施設に行っています。

全壊→被災して中に入れない

半壊→被災したが中に入れる

要援護者→家族調査カードに

　要援護者として記載した方

重症→救急搬送が必要な方

軽傷→救急搬送は不要な方

安全を確保の上記入し、

以下の方法で自治会に伝達。

・玄関前に掲げる

・ポストに入れておく

・防災隊員(班長)に渡す等

人的被害

人的被害

①【世帯用】安否確認　伝達カード

①【世帯用】安否確認　伝達カード

　
○
印
→

要 援 護 者

No
氏名

(世帯主に○)

被災状況（家屋） 安否 安否

安否

　
○
印
→

要 援 護 者

No
氏名

(世帯主に○)

被災状況（家屋） 安否

全壊→被災して中に入れない

半壊→被災したが中に入れる

要援護者→家族調査カードに

　要援護者として記載した方

重症→救急搬送が必要な方

軽傷→救急搬送は不要な方

安全を確保の上記入し、

以下の方法で自治会に伝達。

・玄関前に掲げる

・ポストに入れておく

・防災隊員(班長)に渡す等

記入例

訓練用



安否確認の流れ

震度６弱以上の地震が発生！

　→自分や家族の身の安全を確保（頭を守る、火を止める）

　　家族の安否と自宅の被災状況を確認

班（組） 班（組）

各家庭 各家庭

・・・・ ・・・・

　　 提出 必要に応じ聞き取り 　　 提出 必要に応じ聞き取り　 

【防災隊員】 【防災隊員】

提出 提出

【総括情報】が本部からの　 【総括情報】が提出
情報を伝達　

単位自治会

【自主防災隊長】

①【世帯用】安否確認伝達カード

①【世帯用】安否確認伝達カード

①【世帯用】安否確認伝達カード

集計 ②安否確認・被災状況調査票

①【世帯用】安否確認伝達カード

①【世帯用】安否確認伝達カード

①【世帯用】安否確認伝達カード

集計 ②安否確認・被災状況調査票

集計 ③安否確認カード（被災状況調査）

鷺山自主防災隊本部（鷺山公民館）


